






研究目的 

 1974 年 Johnson らにより再びビタミン E(V.E)の未熟児網膜症(ROP)に対する有効性が報

告されて以来,多くの追試が発表されているが近年その大量投与による副作用として,感染

症,脳内出血,壊死性腸炎の増加が注目され 1985 年米国において厳重な警告が出された。し

かし,その後も ROP の発生には効果はないが瘢痕化を軽減させるという記載もある。本邦で

も V.E を有効とする報告があるが,瘢痕期までの経過観察の研究結果は無いので,これらを

含めて報告する。 


